
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

哨

い

論 文 篇

粟野螟蛾の 卵寄生 蜂の寄生 相 に關す る量的研 究

Quantita偵ve 　Studies　on 　the　Parasi廿sm 　of 　Trichogrαmrna 「

　den ｛Jrolimi
，
　 an 　Eg9 −parasite．ρ f　European 　Corn　Borer

彌 　　富　　喜　 　三 Kisabu　 IYATOMI

靜 岡 縣 立 農 事 試 驗 揚

Shinuoha 」 画 ω 星‘童‘r6 〜 」馘η｝8癇 翻 Station’

1． 緒 言

　粟野螟蟻 陶 勲 臨 g配め 伽 1ぜsHtiBNF ，K ）は世 界 に 廣 く分 布 し， 共 の 幼蝨 は頗 る 多食性 に して

粟，玉 蜀黍，藍 ， 大 豆 ， 小豆 ， 甜菜等の 基幹或は種實に 蠧入喰害 し 叉 近來棉作 の 害蟲 と し

て も警 戒せ られ つ N あ り。之等 の 作物の 單位面積當 りの 粗牧 入 は概 して 僅少 な る を以 て 共 の

栽培 に 要 する 害蟲防除費 も從 つ て 低 廉な ら ざ る 可 か らざ る に ， 粟野螺蛾 幼蟲 の 蠧入喰 害 の 習

性 は 著 しく之が 防除 を困難 な ら しめ殺蟲劑撒布 も充分な る效果 を發揮 し得ざ るた め ， 僅に 其

の 防除は被害部 の 切除燒却或は堆肥堆込等 の 極 め て 稍極 的な る方法 に依 る現 朕な り。從つ て

自然界に 於 け る粟野螟蛾 の 發 生 の 抑 壓 は環境抵抗 の 増大に 期待す る所 多 く特 に 天敵に 依存す

る所尠か らす ， 靜 岡地 方 に 於 て は 粟野螟蛾 の 繁殖を抑壓 す る 生物的因子 と し て 卵寄生蜂

TPtichogramrnca　deiscr・rolim ・i・　｝｛ATsu “．　tuRA は最 も重要 なる役割 を演 じ共 の 寄生率は 50 ％ 以上 に

達 す e 著者は昭和 ユ2 年 〔1937｝ の 夏靜岡縣立 農事試驗場 に栽殖せ る玉 蜀黍 に粟野螟 蛾が 大發

生 せ る際 ， 葉 裏 ， 葉鞘等 に 産附 せ られた る 卵塊 を採 集 し，卵 寄生 蜂と寄主相互 間の 數量的關、

係に 就 き多少調査す る と こ ろ有 り た り。木務 の 余暇 を利 して 行ひ た る を以 て
， 固よ り不備 の

點 尠か らざる も， 今 や將 に進展の 緒 に就か ん とす る群聚生態學 ｛9．　ynecolbgy）に 多少な りと も

貢 獻す る を得 ば 著者の 本懐 と存 じ敢 て 茲 に叙述 す る 塁と せ り
。

　本丈 va入 る に あた り終嬬 懇篤なる鞭 撻 を賜 りた る 上野場 長竝 ド材料 の 探集， 調査に 絶大な

る援助 を與 へ られた る 山下 俊 雫氏 に 對 し滿腔 の 謝意を表 す る と共 に ，寄生蜂 の 同定 を賜りた

る東京高等農林學校石井敢授竝 va本稿の 校閲 を仰 ぎたる 東京帝 園大學鏑 木激授友び 農林雀農
．

事試験場木下技師 に對 し深甚 の 敬 意 を表 す c

II． 寄 生 蟲 の 寄 生 相 及 び 分 布 檬 式

　 粟野螟 蛾 と其 の 卵寄生蜂 Trichogrα mma 惚 偏 γ醐 ”痴 の 數量的關係 を論す る に先立 ち或 る綾
’
の 粤 虫に 封 し或る 1 種の 寄生 蟲が 採 る可 き寄生相竝 に 分布樣式に就 き少 し く論蓮 す ぺ し。

　 1 個艦 の 寄主 に寄 生蟲が 只 1 頭寄 生 する 場 合 乙 れ を單寄生 （monoparasitism ｝と 云 ひ
，

2 頭

叉 は それ 以 上 寄生す る場合〜二れ を多寄生 CpolyparaBitisln｝　
t｝

と 呼 ぶ 。今若 し單寄生 の 場合に

　 期 攤 誌，第 b1 卷．第 7 號．佐々木忠衣郎 博士記 念聟，昭和 19年 〔1939｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 393
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於て も寄主 を充分倒 し得る能力 を有す る 寄生蟲が 多寄生 犂行 へ ば 或る
一
定數の 寄生蟲が 倒 す

寄主 の 數は減 少 し， 寄 生蟲が 寄主 を倒 す 效翠 朔謂 寄生效率 〔efi．cicney 　ef　par怨 itisn1｝は 低

下すべ し。殊 に多寄生せ る寄生蟲が全 部完蠢な る發育 を韋げ る完寄生 （hi｛｝am ⊃1∫arasitis 〕11｝た

餌 瑰 ・ 角 ， 翻 に寄生ぜる た 嵌 等生蟲 の
一es54は e2　fmsが 完杢な る發育 燧 1瑠 札 て 死 滅

す る過寄生 ｛hype1
三

pafasltism） の 場合は寄生蟲の 蕃殖は却 つ て 減退す る に 至．る事 あ り。從 つ

て 寄 生蟲 を以 て 害蟲 の 蕃殖 を抑壓せ ん とす る斯謂生物學的防除法 を行 はん と す る に 営 り て ，

寄生 蟲 の 寄生相 竝 に 分布様式 を先づ 究 明 す る事 ほ最 も重要 た る9 と云 は さ
’
・4 べ か らす．

　 扨 て 多寄生 を明確 に定義 し旦 これ を數學的 に 取扱 ひ た るは W ．F ，　FISKE ｛1910） を以 て 噛

矢 と す。彼 は 多寄生現 象が起 る か 否か は寄 生蟲が 健全 た る寄主 と甑 に 寄生 を被 り た る 寄主 と

を辨別 し前 者 の み を寄主 と して選 擇す る能力をイfす るか 否か 1こ 懸 る E し，若 し寄生蟲参完杢

繍 嬲 朧 力 をrfすれ ぽ絲 燐 こ寄生 を行ふ 可 く嘶 る勧 を全然缺 如 すれ ‘移 雛 は全 く機

會律 〔law　ef　chance ）に 從 つ て 起 る可 しと逑 べ た り。脈 臨 は髭 の 觀念 に 基き一定數の 寄生

蟲 が分布す る 場 合に起 る可 き寄生率を確 率論的 に 計算 し，之と 實際の 寄生 率と 比較せ る結 果 ，

僅か 數種 の 寄生 蜘 唹 て 側 肱 る辨別能 力 を認 めた る も
一般 ICIよ此 の 能 力轍 くと 結論せ b 。

　次 で W ．R ．　TH ・川 p踟 x 〔19濁 は 寄生蟲卵 の 寄主閥に 於け る分布 は全 く機會 に 支配せ ら る X

事象 と し，忌 s鼎 の 理淪 を數式化 して 次 の 公式 を立 て た り。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．1
　　　　　　　　　　 ！t＝N σ

ご 8
−’
．x’）・……・一・・一・一 …………・……一 ・

（1）

　　 〔茲 に ．ム
．

は 寄 生 數 ，
，t・は 寄 生 蟲 卵數，！’ は 被 寄 生 寄 主 数〕

　ぼ漁 ｝脚 u漁 fOllllU］｝1 は 嚴密 に 云 へ ば 寄主數が 極 め て 多 く無隈大 に 近 き場 合に の み 歳立 し，

．目被 寄 生寄主數 の み を算出 し得 る に 過 ぎざ る故其の 寄生 相 を明 らか に し得 ざる 憾み ある を以

て ，其 後 R − H ・S・。 Y 　 （i・ S ・ ・．・t　 193L））は
一
完 數 の 寄生 鋤 ｛一定數 の 寄主 ｝こ 全 く at　 raiid 。］n

に 分布 す る場 f｝に赴 り得 べ き寄生相 を確率論的に 次の 公式 に 依 りて 表現 せ り。

　　　　　　　　　　2 − N 双 ．
弐⇒℃

一
人・ア

ーP
・…一 ・・一 一 ・t・（2 ｝

　　麟纛繋郷鞴灘 靆
：1鞴 す る

〕
　TH 魄 王K，　o ．N 　

’
h
’fon’nnlla は寄主數が 有限數 の 場 含は 近 似｛直を算 掲 し得 る に 過 ぎ ざ歯し ど も，

STey ’
s　formula は 」E確 なる 數値 を算 し得 ， 且 1〕　＝ ・　O，1，2，3・一 と置 く事 に依 り其 の 寄 生 相 を

も知 り得 る を以 て 前者 よ り遙 に 進歩せ る もの と 云 は ざ る 可か らす 。 皀卩ち p ＝ 0 と置 けば 寄生

を受け ざる寄 主數 を T　 i・＝ 1 と 置 けぱ單寄生 を受け た る 寄圭 數 を ， 又 p ＝ 2
，
3

，
4 と 置けば

齟

夫 々 2、3，4 頭 の 寄生 蟲の 多寄生 を受 けた る寄圭數を算爵 し得 べ し， 近時 英國 よ り相績 い て

獄 せ らる s （斗・s ．t ］．・ の 論違は s…
’
・ f・脚 ぬ 妹 礎と して 進 展せ る もの に し

一L−，α吻 ，’。

α 耽 伽 而 r
，
P 丿feli’‘ ICti｛・o ＄1）oide −s，ゐ禰 ？群 ぜ〜‘幅 粥 〜轍 凱 及 び 7’］・ichogrfttnmca　t：tygjic

’・g（
・
c」− ste の 寄生 相 を

砒 の 公式に 依 り吟味 し，之等 の 寄生蜂は健 全な る寄並 と優 に 寄生 を被 り た る寄圭 とを辨別す

　　
1） 1’o亅）

「
parasitism な る 語 句 は FLSKE

，
　SALS ， 工lr・，1［1 等 の 川 ゐ た る 8Uperparasi ｛i逼 m と 略 同 義 な ”．

　寄 生 相 等關 す る 用 語 は 便 宜 上 次 の 文獻 に 依 れ り．

　　江崎悌 三 〔1933 ）： 多 數 寄 生 に 關 す る用 語 に 就 い て の 一
提 案 ， 昆 蟲 ， 第 7卷 ， 第 3 毅 ， ll〔｝− 114頁．

　　揚淺 八 郎 ・ 瀦 悌 三 〔1931，： 昆蟲寄生 の 諸柵 ・ 闘 す 翻 轟 昆 x ，第 8 卷 ， en　19E ，　 48− 5順 ．
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二 三裨 、　li

　 　 　 、．　　
x

　　　　 　　　　　　　 　粟野躯蟻 の 卵 寄生 蜂 の 寄生 相 に 關す る量 的研 究 　　　　　 　　　　　395
　 　 、　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　

．

る能力 を有 し多寄生 を避 く る習性 あ りと 結 論せ り。

　 共後著者 ほ9鋤 は FlllKE 竝 に S．v ，T の 學説 を基礎と し寄生 蟲の 寄主聞に 於け る分布樣 式

を次 の 如 く分類せ り。

　　 1． 完 全 分 ，布 q｝e ・fectl　distl・ibuti｛皿 ｝

　　 2．　　tlilas弯十Pi，」？・Jifli　　（intcriiiedi．nte 　tylXi　ot
’
　clititril．）u ちion）

　　
・3・ 機 禽 分 布 ｛r ｝uidQm 　dis｛ri！、util〕ll｝

　　 4． 集 中 分 布 〔cOIleentlatiug 　dist工 艮蝋 ｛ml ｝

　寄生 蟲 が 健全 なる 寄垂と 既に 寄生 を陂 りた る寄 主 と を完全 に辨別 す る能力 を有 し寄主 間 に

均
一

に 分布 す る と せ ば ，寄生 蟲數が 寄主數 よ り小 なる時 依總 て 罩寄生 の み を行ひ 從つ て 被寄

主數 は寄生 蟲數 と全 く等 しか る可 く， 叉寄生 蟲數 が 寄主數 よ り 大 なる時は寄生率ぽ常に 100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 li

％ に して 蝦 令 多寄生 を行 ふ と も 1 寄生 に 寄生 す る寄生蟲 數は趣 端 に 多少 な く寄生蟲數 を寄主

．數に て 除 した る數値 に 略 。 等 しか る 可 し。帥ち

　　　　　　・・∠ ぎ の と きは 　．Q・ ・一・・一 ・一 ・……・…一……一……一・（3 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．ザ

　　　　　　 ’t ＞ N の と きは 　 Q − −N ・い ’一’
・．）、

一一 ・一 ……− C・
L
〕

　 　 　 〔茲 に Q は 被 寄 生 寄主 數 ，
N は 寄 毫 數 尸

t は 寄 生 蟲數 ， 2〕 は J 寄 ゴ三内 の 寄 生 蟲數 〕

斯 くの 如 く寄生蟲が が 寄主闇 に ラ己全 に 均
一に 分布 す る 場 合 を完全分布 と 稱 す。 又 寄生蟲 が健

．全 たる寄 主 と既 に寄生 を被 りた る寄 主 と を辨別 す る能力 を缺 き，杢 く機會律 に支齪せ られ て

at　rantlo エn に寄主 1こ寄 生せ ぱ ，其 の 寄生相 は 確奉論的に 9・　・roY ’

： rormuln に 依つ て 表現 せ ら

る 可 く， 斯 か る分布樣 式 を機會 分布と稱す。今此 の 場合の 被寄生 寄主數 R を STOY’S ∫or −

mul ガ に 伝 b 算 出す 才しば 次 の 如 し。

　　　　　　・t− −rXT〔・一（・一表）り
……・・一 …・・一 ・・………・・t・・一 ・・

（5 ）

此 の 式 に 於 て N が 極 め て 大 な る時 に は ｛1 ）の THoN 酌 〕x
’
s　formu1 涯 と 同様 とな る べ し，

郎ち
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x　　　　　　　　　　　　　　　　　

’x

　　　　　　厩 x 〔ト （・弍ア〕一戛弊 x ｛・一〔（ト 詳 〕
評

トκ（・− 1
’
　“
；

）
然 る に 多 くの 寄生 蜂は 後逑 する 如 く完全 分布と機 倉分布 の 中聞 の 分 布樣 式 を採 る もの 多 し。

之 を申問型分布 と稱 し此 の 場合 の 被寄 生寄主數 ぽ 完全分布と 機會分布 に 於け る 被寄生 寄主數

の 中闇 の 數値 を探 る。即 ち

　　　　　　蔭 ・ ・ き は 岡 ・ ：y〔・一（・一弄ア〕
・一 一 …悶 　 　 　 ”

　　　　　　
・・
’
〉 ：y の ・ き ・ 潮 ・ A

’

〔ト （1一志
．ア〕…一・・・・・…

（7 〕

　　 〔茲 に Q は 被寄 生 審 主 數 ，
N は 寄 主 數，．）・は 寄 生 蟲數〕

叉寄 生 蟲が健全 たる寄主 と 既 に寄 生 を被 りた る寄主 を辨別 す る 能 力を缺 き且 一部 の 寄 主 に の

み 偏 在 して 寄生 し極 端な る 多寄生 を行ふ 事あ り． 斯 か る 分布樣 式 を集 中分布 と 稱 す．此 の 場

合 の 被寄生寄主數 は常に 機會分布 の 場 合の 夫れ よ り小な る 數殖 を探 る。2Pち

　　　　　　Q ・ ・ 〔・十 ．
斐ア〕

…・…・…一 …一 …・…一 ・………（・ ）　 　 　 ． 、

●

嵎
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　茲 に 寄生蟲が 機會分布 をなす と假定せ る場 合の 敏寄生寄主數 R を以て 實際 の 鼓寄生寄主

數 Q を除 した る數値 を α とせ ば

　　　　　
a ＋

凧 鞠アコ
… … 一一一一一”・’“’（9 ）

，

α 拡 寄生蟲の 分布指數と も稱す 可 き もの に して ，此 の 數値の 如何に 依 り寄生蟲の 採る 分布樣

式 を知 り得 ぺ し， EPち α 〈 1 な る と きは 集中分布 ，
　 a ＝ 1 な る と 穹は機會分布， α ＞ 1 なる

と きは完全勞布又 は中聞分布 に して ，此 の 兩分布は寄生 蟲が 完全 に 均ナに 分布 するか 否か に

依 り容易 に魑別 し得 べ し。叉 寄生 の 寄生 效牽 は完全分布 〉 中間型 分布 〉 機會分布 〉 集 中分布

の 順 と な るを以 て
，

a 値 の 大 小 に依 り共 の 寄生效率 の 如 何を も略 誰 知 し得 て 便な り。

　扱 て IYiCh・g・amuna 　der｝d・olimi の 雌成蟲が卵 を粟野螟蛾卵に産附 寄生せ しむ る時 ， 寄生 蜂

卵が 如 何なる檬式 を以 て 分布 し，且 如何なる寄生 柑 を示 すか に 歳 き て ，以上 に逑 べ た る處 に

基 き數量的 に 少 しく考察 を試み ん 。

m ． 7）’icltOgramma 　tlendrolinu
’
の 粟野螟蛾卵に於ける分布樣式

　票野螟識 は被害植物の 葉裏 に數粒 乃至百數十粒 を卵塊 と して 産卵す る習性 あ り。 本 報告 の

調 査材料 は昭和 12 年 の 夏當場圃揚に栽植せ る 玉 蜀黍 よ り採 集せ る卵塊 に して
， 採集當時甑

に 粟里瀕臓 幼蟲 の 孵化せ る もの 及び 卵寄生 蜂の M 化せ る卵塊 を除 き
， 略 崎 生ljN粒 の 黒變 t

る頃卵塊 を 75％ 酒精 に 浸漬保 存 し 騎時調査に供せ り， 調査に當 つ て は先 づ 1 卵塊宛試驪
；

に 入れ ， 之 に 5− 10％ の 苛性加里 氷溶液約 10ec を加 へ て 煮沸すれば ， 軈て 卵塊剥離 し次 い

で 個 々 の 卵粒 に 分離 す る を以 て 之を ス ラ イ ドに 竝 べ 1 粒 宛精密 に 檢鏡 して 卵寄生 蜂 の 寄生 の

　　　　　 es 、 表 　 　 　 礁 竝 に 寄生卵粒に あ りて は 1 野蹴 に 寄生 せ る 寄

一 一
τ 巌 1 百 万 t7

．1 生 蜘 頭 勲 飜 せ り・斯 く略 卵塊敏 共 の 卵

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

O．66− 0．80

0．81− e．90

0．91− ｛｝．99

LOO1

．el− 1．10

Lll− 1．20

121− 1．33

1．31− 1．40

L41 − 1．57

13

　　　 a ＜ 1

1

鼻

蕩

餮
・ 1

9．0 ％

a ＝1　　1．3％

i。 〉 、 、，．，％

糧數 瓦 被寄生 卵粒數 Q 及び 寄生蜂數 X を求め ，

（9 〕式 に依 りて a を計算 せ る に左 表の 如 き結 果

を得左 り。因 に本 調査 に 供 したる 卵塊數は ユ55
， 共

　　 　　 　　 　 第　　2　 表

2∠ 還　　12例

r ＞ N 　 127例

Q＝x 　　　 O例

Q く X 　　　 I2例

Q ＝ff　　　 46例

（・ち が斎 の ・ の 吻
Q く N 　　　 81例

の 卵粒數は 6
，
324 に して ，そ の うち 5β86 卵粒に 寄生蜂 9β15 頭 の 寄生 を見た り。

　a の 最小値は O．66
， 最大植は 1．57 に して 甼均値は 1．152± 0．0  7 を示せ り．若 し TH 魄 psox

の 假設 の 如 く寄生 蜂が 機會分布 を行 へ ば大 多數 の α 値は略。
1 に 等 レ＜且 a 値が 1 よ り小

なる頻度及 び 1 よ り大 なる頻 度 は略 ． 等 しき筈な る も ， 事實は 之 に反 して 著 しく律者の 頻度

大 に して 其の m 。de は 】．11− −120 の 處 に あ り。 依 つ て THO ．ypse ｝
’の 機會分布の 假説は

7ViChoρranmc 　 der“lrotimiに は逋 用 し難 しと云 は ざる可 か らず。次 に α ＞ 1 な る もの 139 倒
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

N 工工
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に貌 き完全分布 に必要なる條件 ｛3 ）， （剣 を滿足 す る もの を探せ る に箪 2 表 の 如 く該當す る

もの 杢 く無 き を以て ，
T．’　elendroli・mi 　 tま完全 分・布 を行 はざ る事明瞭な り。

　依 つ て第 1 表 に於ける α ＞ 1 な る 139例 は盡 く中闇型 分布 をなす もの と認 め らる S を以 て ，

i　 ，！LT が Coμ画 α
’
ea 〜citorater，　 Ib“ Jia　 le・i‘C卿 廊 ε8

，
ゐ 凾 ？洲 鮴 剛 勲 ‘on 及 び ％ 伽 oρ糊 ゐ？脇

．

anllneSce ・n ・se に於 て 認 め た る が如 く Tr・ichevra’ t・tinf あ de，idrolieni も粟野螟蛾卵 に封 して は大體

に 於て 中闇型分布を な 1．t−　 　 　
・
　 　 　 　 　 　 　 　 1．。

す もの と認 め得 べ し。

然れ ど も集申分布 をな

す も の も 155例 中 14例

｛9 ％） に 茸苹事實は看

過す べ か ら ざる點 に し

て 」 寄生 蜂の 有す る辨

別能 力 に 依 り或 る程度

多寄生 を避 け得 る結果

中間型 分 布 をな す と す

る SALT の 學 説 を 以

て して は此 の 事實 は設

1．2

配

1、e

C
，

合

B

L D

0．8

0，（盖

0．8　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 0，4
　 0　　　　　　　 50　　　　　　 tOO　　　　　　 l50　　　　　　 200 　　　　　　250

　　　　　　　 寄 主 lao 頭 當 り の 寄 生 蟲 數

　第 1 圖　寄主 ユ00頭 當 り の 寄 生 蟲數 と分 布 指 數 竝 に 寄 生 效率 と の 關係

　　　　AB ：　分布指數 av　　　　 OD ：　寄 生 敷 率 QtT

，

明に 難色 あ る と

’
こ ろな り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し

　次 に 前逑 の 155 卵塊 に 就 き て 寄主 100 頭當 り に 渙算せ る寄生蟲數 の 多少 と α との 關係 を見

た る に第 1鬪竝 に 第 3 表 に 示せ る如 く寄 主 100 頭當 1）の 寄生 蟲數が 0〜60 頭 の 場合 は a 値 の

李均 は 1 以 下 に して
，

40〜60 頭 に 於て 極 小値 を示 し，寄 生蟲數 の 増加 と共に a は急激 に増

第 3 表

竃灘 蠶 ．1顔 ．度

　 0 − 　 20

20　 −　 40

40 − 　 60

60 − 　 80

8q − loo

100 − 120

120 − 140

100 − 160

160 − 180

1eo − 200

200 − 220

220 − 240

24  一 260

1424884466927　

　

　

　

　

19

々

221

　

至

合
　 　 ト
計

亅
1δ5

値．「

α

均
．

　

李

數蟲
ー

生

に
一

寄　
　
　
に

生

數
　

　
ラ

寄
主

＠

被
寄

一

數主

凹
．

寄

ー

1926798274396

』

800965

1
，080647349430

黝

988

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@

　　　
　

　　引

d1
1 ． 1： ！

　
k［2 　
、輝

・・51

111i

8 　 1
5 β86

， 　

1 　
1 　

1 、93282
｝

@8s5 　

】 ，
SI 董 β

1 、

ll
，2

171

I 飴

竺一1

β15i1

．000

．970

．91

．01

．1L21

．

且．

65L1

D13Ll

1 ｛｝7

寄生

　％

、訓

．155

．323

．

29．

5767

．

83A8

．2o2

，9

uo．1

gs ．9

9．19

．05

．2l

　A「

O．050

．280

，44

  ．70

．91

．

1．

L51

．7

L8

D062

，292

．49QlxLoo

．80

．60

，80

．70

．75

．69

．6α

．55

，51 」 0

48 0 ． 43 0．40L47 O ．58 加 し て1 以上と なり．100 〜14

ｪ に於
て
極大 値 を 採 り ， 更 に寄 生蟲數が 増 加 せ ぱaは次 第 N 工
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ピ

1

に減 少 して 1 に 接近 す。SA買 の 説 の 如 くん ば寄 主 よ b寄生蟲數 少 き場合は大 多數が 單窘 隼を

行ひ て 寧 ろ 完全分布 に近 き分布樣 式 を探 る可 きなる に も拘 ら す
， 却 つ て 機會分布 の 場合に豫

期 せ らる L 多寄生 ‡ り も多數 の 多寄生 を生 じ集中分布を行ふ 嘉實は SALT の 學設 の 難點 と し
『
て 更 に 論議 す る と こ ろ ある べ しs

　 塀 凶 σσ7儡 隅 α denclf・oli・ni の 粟野螺蛾 に對 す る分 布様式 は大體 に 於 て 中間型分布 な る を以

て ， 其の 寄生效率は完全分布と機會分布 の 中間に あ bJ 換言 すれ ば 或る 寄生率を擧 ぐる に 要

する寄生蟲數は 完全分布と機會分布 の 場合に 要す る寄生蟲數 の 中間 の 數値を採 る。但 し寄生

蟲數が 寄主數 よ り 可 成少 き場 合は前逑 せ る如 く集中分布を行ふ 傾 向あ る を以 て
，
50 ％ 以 下 の

寄生率を 擧 ぐる に 要す る寄生蟲數は 機會分布の 場合よ り も幾分 多 くを必 要と す べ し。 寄主

100 個轍 こ對 し或る
一
定の 寄 生率 を舉 ぐる lceeす る 寄生 蟲 數は完全分布の 場合は百分牽 を以

て 表現せ る寄 生率 と 全 く等 し く， 機會分布の 場合は次 の 方程式に依 り求 め得。

　　　方酬 ・〉…　　　　
一

腰二鷙溜
一 ・一 ・・一 一 ・

σ・）

　　　｛“・｝に 於 て “
T
　，．1°° Lttv ぱ

・ − 2’

震鷭瀞 辷一 一 一 ・− 1・一
 

　　 〔鉉 に 　：v は 求 む る寄 生 蟲數 ，
左 は 百 分 率 を 以 て 表 は せ る寄生 率 〕

　斯 くて 完全分布竝 に 機會分布 lcttき て 寄主 100 鰯 豊に 對 し
一一

定の 寄生率 を擧 ぐる に 要 す る

寄生蟲數 を求 め ，之 と粟 野螟蛾卵に 對 す る 1’．　 （lendroii’i）ii の 場合の 夫れ と を埠較せ るに第 2 圖

及 び第 4 表の 如 き結果を得た り。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 2 圖に 於て 直線 AB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 は 完全分 布 を，曲線 A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 C は機會分布 を表 し ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 叉黒 黜 は 粟野螟蛾 卵塊
寄

75

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 155に 於け る 實測値 を

生 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表せ る もの に して ， こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の うち直線 AB 及 び 曲

＄ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線 A．G に て 圍 まオした る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 匿域 内に 存在 す る もの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は 中間型分布 を ， 曲線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AC よ り下位に 存在 す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る もの は集中分布をな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O せ る もの な り。fAS曲線

釦

oo
B

　陰　　　，　　　　　　，　 P　　　　　　　　　．　　　 c■ 巳 ・．
　 ■　，　　　　　●　，「・匿　　　　　虎

　
一

　
，
　　　　
o■　　　　　．　　 ・　胴鹽　　o ．

．　亮
9

　　 ．喧　　　　　．　　　　　　　●

， ’・　　　 D

　 　 　 　 C
．　● 弓　　　　　　　　　　・・ ．　　　　　，　o

．　　　、　　，　　　　　　　，
1 ・

75 ・　　　 9
● 響

　9， ●や
．

の

齟

25 齢

．
Ao0

　 　　 　　 　　 50 廰じQ 15ρ 209　　　　　　 瓢 聖 訶

　　　　　　　　寄 主 100 頭 嘗 り の 寄 生 蟲 數

　 第 2 圖 寄主 10D 頭當 り の 寄 生 蟲敷 と寄生 率 と の 關係

　　　　 直線 A．B ： 完 全 分布　　　　曲線 AC ： 機會分布
’

　　　　 曲線 AD ： 皿 伽 伽 伽 ・ぜ の 推定曲縁

　　　　 黒點 ； 粟野螟蝦 卵 に 於 け る實測値

limi．の 數を推定せ る 曲線に して ，其 の 數殖は第 4 表 に掲げた り。

AD は調 査結 果に 基き

粟野螟蛾 100 卵粒に 對

し一定 の 寄生 率 を擧 ぐ

る に要 する T．dendeo一

是に依 つ て見る に 100頭 の 寄主 に 100 頭の 寄生 蟲が 分布する時は， 完全分布 の 場 合は．100％

N 工工
一EleotronLo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

一

覊
粟 野蠣蛾 の 卵寄 生 蜂 の 寄 生 椙 に 關 す る量的研 究 399’

の ， 叉 機會分布 の 場合は 63．4％ の 寄生肇 を示す

に封 し， 粟野螟 蛾の 卵寄 生蜂 の 寄生 率 は 68 ％ を

示 せ り。帥ち T．面 曲 藤 幅 は 1；頭 に て も充分

寄主 を倒 ず 能 力 を有す る を以 て若 し單寄 生 の み

を行 へ ば 寄 主 の 全 部 を倒 し得 る に も拘 らす 多寄

生 を 行ふ が 爲に 32 頭 が 室 し く浪費 せ ら る る を

見 る。次 に 90 ％ 寄 生率を 99％ に 高垣 る に 要す

る寄生蟲數 を第 4 表 よ り算 出すれ ば ， 完全 分布

の 場合は僅か 9 頭 な る に對 し ， 粟野螟餓 の 卵寄

生蜂 は 78頭 を， 機 會分布 の 場 合は 229 頭 の 多

數 を必 要 とす。此 の 數 値 は 莱野螟 蛾 の 卵寄生蜂

の 場合は寄生 牽 を零 よ り、50 ％ に高 め るに 要す

る 寄 生 蟲 數 に 網當 し ， 機會分布 の 場 合は實に

9脇 高め る に要す る寄 生蟲數に匹 敵す。之 に 依

つ て 既 に 相 當高率 を示 せ る寄 生率 を更 に 高め る

第 　　．4．　 表

所　要
尸
寄 　生　蟲　數

寄蝋

繻 轜 撃i轟
1  ％

．2  ％

30 ％

40 銘

5廴｝ ％

βo ％

70 ％

8t
’
レ ％

go ％ i95
％ 199
％

lt）（〕 ％

一 　　　　　　　　　　　@
　 　一

　 　　　

一

10

@LtO　3  　4

　　，　 　　　 　　

　
　　

rlo
．5

　 　 11 E

．2！　　
24

D

；　39 ． …t

D8，　MI

0　　　 69．0

0　　 　 91．2

　　119 ．8

　　1 （ f）．1

0　　229 ，1

5　　298 ． 1

9 　　

8 ．11

‘X〕

　　o

　7

　S

．1

122 147 177 225 lC は ，低 率 の も の を 高め るに 比 し，如何に

くの努力1 必 要 とするか を 窺ひ得 べし 。方 程 式 lIO ｝ に依 り10D ％ の寄 生 率を擧ぐるに要

る 寄 生蟲 數 を 算斟 す れ ば無 限大 と なる 。脚ち 機 會 分布 を 行ふ 限り 共の 寄 生 蟲を 以 て 寄

を 全 滅せ しむ る 事は不可能 に 幾しと云 はざ るべ炉 ら す。 粟 野 螟蛾 の卵 寄生蜂 の 如く

聞型分 布を な すも のに 於 て も前述 せ る 如 く寄 主に對 す る 寄 生蟲 數 の塘加と共 に a 値力 坎鋤 こ

C 接 近す る 傾向 ある を以て ．100 ％の 寄生 傘 を 擧ぐ る に は莫 大Sgる 寄 生 蜂數 を要 すべし

本 調査 の 範圍内に 於 て寄 主100 頭 に 對 レ最 も 多く寄生 せる例 は261 頭にして． 而も徇其の 寄 生率

96 ． − L ％ を示せ る 點 より 考 ふ建 しば ． 100 ％の 寄 生 率を 擧

るには 如 何に 多く の寄生蟲 を 要す るか 想像 す るに 難 から や 。 　一 般に寄生蟲の棲息密 度
の
増加と共に之が 寄主に與

る 生 物 的 抵 抗｛ biot ・ ic 　 1 ’esistanee ｝は 次第 に 増大 す れども ，以

に述 べ た る 如く 完全分 布 を行 はざ る 限り 抵抗は 必 すし も 寄 生蟲 數 ic 正 比 例 して 壇大せす

て 壇 加の割合は 次第 に 遞 減 する 傾 向 あ り。而 も此 の 傾 向 は 中 闇 分布 よ めも機 會 分布 に於て

し く，更に 集 中 分 布 ic 於 ては 殊に甚し かる可き を 以 て ， 天 敵を 以 て 害蟲を 抑壓 せん と

る 所謂生 物 的防除 法を 施 行せ ん と ず るに 當 つ ては 斯 る事象に留意し天敵 の分布樣 式

先 づ 以て明らかにする事 極 めて必要なり。 　　　　　　 　 　 　　　　　． W．7 ｝

h

rumrna 　dendr ・limi の 粟野 饌蛾卵 に 於ける寄生 相 ’ 　 前章 に於ては

主數， 寄 生蟲 數 及び 被 寄 生 寄主數よ り 分 布 指數 を 算 禺 し ， 主と し て 分 布 樣式 を中 心とし
論 じ た る も ， 本 章

於
ては更 に 進め て其の寄 生相 に 就 きて吟味を試 むべ し。 即 　 　　　 　　　 の ’ ち

卵

塊

於け る 不寄 生卵 貌數， 單寄
生 卵粒 數及 び 多 寄生卵 粒 數｛ 寄 生頭數 別に ）調 査し， 一 方 之よ

ｾ たる寄主數 1 Ψ ，寄生 蟲 數X よ り 之 が
機

會 分布を行 ふ と假 定せ る 場 合 に 起 る べき不 寄 生，單

生 及 び多寄生 の寄主數を舳 Y ’ 呂f

mula に依つ て算拠し，爾 者に 於け る 單 寄 生 及び多 寄生の 數 を 比較檢討 す べし。 　 本 調

に供
せ
る
粟
野螟 蛾 卵 64 卵 塊 に 就 き劉 イ 細 孑 ‘ か ol 幅ξ の 分 布 指 數
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7

α 値の 1 よ り大な る もの 58 卵塊 ，
1iこ等 しき もの 1 卵塊，1 よ り小 な る も の 5 卵塊あ りき。

此の うち a 値 1 な る もの は寄主 19 頭 に 對 し寄生蟲僅か 1頭 の 場合に して ，斯 くの 如 く寄生．

蟲 1頭 の 場合は寄生 蟲の 採る分布樣 式の 如 何 LC拘 らす常に α は 1 を示 す べ きIC就舜論議 よ

り除外す べ し。扨 て 茲 に a が 1 よ り大 なる 58 卵塊 中代表的な る もの 6例及び α が 1 よ り小

なる 5 卵塊 中代表的 なる も の 2 例を表示 すれ ば 第 5表及 び 第 6表 の 如 し。表 中 （N は粟野螟

蛾卵 に對す る 望 detulroli？｝ii の 寄生相 を示す觀測値 に して
，

（B ｝は 之が 機會分布 を行 ふ と 蝦

定せ る場合の 寄生 相 の 計算値な り。徇縦軸に寄 主數 を採 り， 横軸ic　1 寄主内の 寄生蟲數 を採

りて 之を圖示すれば第 3 圖 〔A 〜 H 〕の 如 し。

　粟野 瞑蛾卵 ictsす る T．　dendrot・imi の 寄生相 を不寄生 ， 單寄生及 び 多寄生 の 寄主數 を以 て

表 し ， 之 と 機會分布の 場合 の 夫れ と比較す る に 第 1 〜第 6 例は α ＞ 1 左る を以 て 何れ も不寄

生寄主數は機會分布 の 場合 よ り少 し。而 して第 1 例 〔第 3 圖 A 〕 に 於 て は 2頭 以上 の 多寄生

が機禽分布 よ り少き代 り に 單寄 生 多 く， 第 2例 〔第 3 圖 B ）に 於て は 3 頭以 上 の 多寄 生が機

會分布 よ り少 き代 りに單寄 生 及び 2 頭 寄生増 加 し，第 3 例 （第 3 圖 qIC 於て は 4 頭以上 の

多寄生 が機會分布 よ り少 き代 りに 單寄生 及 び 2− 3 頭寄生 の 増加せ る を見る e 第 4例 （第 3 斷

D ）に 於 て は 單寄生 及 び 3 頭以 上 の 多寄生が 機會分布 よ り 少 き代 りに 2 頭寄生 多 く， 第 5 例・

｛第 3 圖 E ｝ に 於 て は 單寄生 及 び 4 頭 以上 の 多寄生 が 機會分布 よ り少 き代 りに 2〜 3 頭寄生 多

く，第 6例 〔第 3 圖 F｝ に 於て は單寄 生及び 5 頭以上 の 多寄生 が 機會分布 よ り 少 き か 全 く無

き代 blc2〜4 頭寄生 を多 く生 ぜ る を見る。今 α ＞ 1 なる場合 （第 3 圜 A 〜 F）に於 て 粟野螟

蛾卵に 封す る T ．defglrolimi・の 寄生 相 曲線 （太線｝ と之が機會分 布 を行＄、 と假定せ る場合 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第　　　　　5　　　　 表
9

寄 　　主 　　數
陣 ・ 例 陣 ・ 例 匪 ・ 例 擁 ・ 囲 第 ・

’

例 擁 ・ 例

1（・月（・小 ）1（・）

不 寄 生

單 寄 生

　　 1 〔2肩

緲
1 綴

　　　調

（o 月 441572

（・）i631　40．i

麗

鋤

e5
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　　 挙弧内數宇 は 1寄 主 内 の 寄生 蟲數
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機會分冷の 揚合 の 寄生

第 6 表 も伺 樣の 符號 を 用 ひ た り
・
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第 6 ．
表 ・

　　　　　　 」
寄 　 主 　數 1
　 　 　 　

’
　 i〔A ）．．

』
鄭 釧 塑 例

一

ラ

　

を

ラ

ラ

コ

ラ

012345

上

ー

ー

ー

ー・
（

ー

以

生

生

　

　

 

　

　

　

　

馨

氈

不

單

，

　
多

器

鷺
1
．

l
　 o

（B ）

寄 　主 數 　N

寄 生 蟲 數
’
x

被寄 生 寄 主 數 Q

配

β

γ．
δ

35．323
．8ei

　．9・

1．7

 ．3

　 0

　 0

一
　 69

　 41

　 蹣

（A ）　 （B ）

15 　 　 13．4

12 　
’
18．3

17　 　 12．4

8　 　 5．5

0 　
』rL8

  　 　 0．昌

0　 　 0．12

 

宀
ゴ

暫
δ

73

 ．98L432

．750

．16

參 照 個
』IG

0．961

．583
．58・．、

0．2i．

［ ・

寄生相 曲線 〔細線）と の 最 初の 交黙を
「
』i
’
S と し，

之 を横 軸の 數 値 を以 て 表現 せ ば ∴第 1 ん 第 3 例

に 於 て は β は o と 1 と の 中間 の
， 第 4〜第 6 例

tc於 て は 1 と 2 と の 中問の 數値 を採 る ．叉 兩曲

線 の 第 2 の 交點 を γ と す2・Ltt
−

，
　 r、は嬉 1例に於

て は 1止 2 の 間 に ，．第 2 例 及 び 第 4 例に 於 て は

2 と ＄の llatle　i
−
　
・・
第 3 例及び 第 5：

例 に 於 て は 3 と

4 の 聞に ， 第 6 例に 於 て ヰ 4 と 5 の 闇に あ り。

　次 に第 7 例 （第 3 圖 G γ及 び 第 8．例 〔第 4 圖 　　　 tt

H ｝ は ．α く 1Lc し て
， 機會分 布の 場 合 よ りも多

寄生 を 多 く生 じ罩寄生少 き を以 て 不寄 生 寄主數

は 多 くな り所謂 集 中芬布 を行ふ もの ta　JI　L 而 し

て 第 7 例 IC於 て はβ 頭 以上 の 多寄 生 無き代 の に

2 頭寄生 を多 く生 o ， 第 8 例に 於て は タ頭以 上

の 多寄生無 き 代 1， に 2〜3 頭寄 生 を多 く生 ぜ る　 、　　 、

を見 る ポ
α ＜ 1

．
の 場 合 （第 3 圖 （｝．H ）に 於七粟

野螟蛾卵 幽 す る 皿 伽 齠 琶嘱 の 寄生 縮 曲線

｛太線 と之が 機含分 布 をなす と 桜令せ る 場 合 の 寄生 相 曲線 （細線 ）と の 最初 め交點 を δ と

し， 之 を横軸 の 數僚 を以 て 表 せ ぱ 0 と 1 め 閥 の 數値 を崢る 。第 2 及 び第 3 交黜 は α

≧1 の 場

合 の β， γ に相 當す る ＄の な る を以 て 之 を 角 γ
’

と す れ ば ， β
’

は 1 と 呂の 間 に あ り，
rt は第

7例 に 於 て ば 2 と 3 と の 間 に ，

』
第 8 例 に 於 て は 3 と 4 の 間 に あ b。

茲 に ．α ，β姥 等 の 數値 に蜘 り 64 卵 塊 を分 類す れ ば 第 7表 の 如 L 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
‘
　 　 第 　　 　　 7　　

．
　 表

’4
　 寄 　 　 　生

  く β＜ 1

様 　　式 ・　 ［
　 　 　 　 　 一一一一 1

　　
’ 1く z．＜匿　 1

　 　 　
．2K7 く ：S ・　 1

　 　 　 ．3〈 γく 5

頻

15
．

．332

度

　 　 　 α ＞ 1 　　 −一．一　　　　　＿　　　　
’
　　 ．一　　　 一i　　

．
　　　　　　　　　　

．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．
　　 2く 7〈 3　　　　　 12 ・

・． ∵　
： k

  ∵ 雛 ド ：
’

　
．
．

　
．1

　
・

　
tt

． ．a − r
』

マ
／

・

　
一

・ r
． −

i
−

．
・

1脇 …． ヨ
　 　 　 　ヒ　 　

　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
　
　
　
’
　 　
　　　　

　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　
　 　
　　　

　
　
　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　

．．．
1　 　

　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　

　　　・ 〈 ・、 1・＜ ・
c

・ ・ 1罫1ズ刻 、
1 − ：諺 纂 芻：畳

　　徇 58卵 塊 に 就 き β・値 を求 めた る に 最 小値は 0．36
， 最大 値は 1．39 　｝g ・して 干均値は O．733 ±

　 0．029 を示 せ り1』叉 ア 値 を求 め た る に 最小値は 1．74， 最大値 は 453 忙 し て 雫均値 は 2．69 】±

。．崢 を示 せ り
． ．・ は寄 主 の 寄生 蟲谿 力 を示 す礁 と も云 ふ べ ぎも の に し て ・ ・ 點嫡 と し

百 分 率 1 例 及 び 參 照 圖
一　　 一L ｛
　

’7，S ％　　1 第 1 例 ，

』A

　 話1．6 ％ 　　　第 2 例 ，
．，｝〜

　 　 　 　 　 　 第 3 例 ，　 （｝　 3ユ ％

　 　 　 　 一一i
　 ・8 ・8 ％ 　1

第 4 例・、
D

　　
7・8 ％ i獅 例 ・ 岬

　 　王．6　％　　　　1　第 　6　d歹班，　・　F
　 　 　 　 −　 L
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」
渉

栗野螟蛾 の 卵 寄生 蜂 の 寄 生 相 に 關 す る 量的 研 究
・403

て 此 の 數値以 上 の 多寄 生は機 會分布の 場 合 よ il減 少する を以 て
， γを便 宜 L受容 力指數 ｛index

of　capacity ｝ と 名付 くる事 と 惣 り
。　　　　　　　　　　　 一

　粟 野螟蛾卵 に對 する T．defulrolitniの 寄生 相 に 於て 最 も甚 しき多寄生 は 5頭寄生 に して
，

盟 卵粒 に封 し 50 頭寄生せ る場合に 起れ り。一般に 3 頭以 上 の 多寄生 を生重 る と も， 共 の 割合

は機會分布の 場合 よ り
『
少 く，從 つ で 機會分布 の 場合な らば 3頭 以 上の 多寄 生 を行 ふ ぺ き寄生

蟲 の 一部が 單寄生 叉 は 2 頭寄生 を行ふ を以 て 不寄生數は減少 して ．其 の 結 果所謂中聞分布 の

分布 樣式 を採 る もの と思惟せ らる。

馬

V ． SALT の 學　St　tc對 ナ る 批 判

　
・Tniehogl’a・mm − ‘ど紕 dr諞 煽 の 粟野螟蛾卵に 於 け る分布 樣式は ，

　 SALT が Oo吻 癜 副 o紛 吻 γ
，

∫b畷 α lei‘COSpoictes ，及 び Lim ，len
・iu7n　 i，alidtStn に 於 て 認 めた る と 同樣．大軆 に於 て 中間型分布

な る を以 て
「i”HOSIPSON の 機 會分 布 の 假説 の 適用 し難 き事 は既 に 逋 べ た る所 な り。 而 し て SALT

は 之等eses 生 蜂の 野外 に 於ける寄生 相 を統計的 に分 析せ る結果 ， 機愈分布 の 場合 よ り常に 多

寄生 を生 す る事 少 く，單寄生 を多 く生ぜ る事 よ b ， 寄生 蜂が 機會分布 を行は す し て 中闇型分

布を行ふ所 以の もの は ， そ の 雌親に 健全寄主 と被寄生寄主 と を辨別 し多寄生 を囘避 する能力

あるに依 る と説 明せ り。叉 卵寄生 蜂 Trichogra・mmas 　evGnescerrse 　iこ於 て も實驗的に 同樣 の 辨別

能力 を認 め ， 本寄生 蜂は外部的に は 嗅覺 に依 り， 内部的に は産卵管挿入 に 依 り健杢寄主 と被

寄生寄 主 と を辧別 し多寄生 を 囘避す る能力 を有 し ， 假令識別 の 過誤 の 爲 tc多少 の 多寄生 を生

す る事 ある と も機會分布の 場 合 よ り遙か に 少か る べ しと結論せ り。然 る に 著者は粟野蝶蛾 卵

に 於 け る 工 齢 伽 ‘翻 の 分布 樣式 を SALT の 學論を以 て 読明せ ん と して ，其 の 寄生相 を仔

細に 吟味せ る に …欠の 如 き難i點 ある を認 め た り。

　 1），寄生 蜂 の 有す る辧別 能力が 中間型分布 を行ふ に第一義的 の もゐな りと すれ ば ，機 會分

　　布 の 場 合 よ りtS　IC多寄 生 を生 す る事 少 く共 の 代 り に 單寄生 を多 く生す べ き に も拘 らす
，

　　却 つ て 單寄生が 機會分 窃 の 場合 よ り少 く其の 代 りに 多寄生 〔特に 2 頭 寄生 ｝ を多 く生 ぜ

　　 る もの 64 例 中 23 例 ｛36ユ ％ ） tc及 べ る事 〔第 4 表參照）。

　 2） 粟 野螟 蛾卵 の 受容力指數 γ の 最小値は 1．43
， 最大値は 4，53 に して 7 の 2 よ b小 な る

　　 もの は 64 例 中 5 例 ｛7．S％ ） に 過 ぎ申 ， 雫均値 は 2．691± 0．042 を示 し，

一・般に機會分布

　　よ り 3頭凰 h の 多寄生を生す る事少 き代 りに
， 單寄生の み な らす 2 頭寄生 を も多 く生ぜ

　　 る事 （第 7 表參照 Xe

　 3｝ 寄生 蟲數が寄主數 よ り少 き場 合に は SALT の 説 の 如 くん ぱ完全分布に近 き分布樣式 を

　　採 る べ き に 拘 らず，事實は然 ら す して 寧 ろ集中分布 の 傾 向 を示 し， 寄主 iOO頭に對 し寄

　　生蟲數 60頭以 下 の 場合 の α 値 の 手均が O．95 　t宗せ る事 （第 3 表 參照 L
　斯 くの 如 き SALT の 學 読 の 難點 は寄生 蜂の 辨 別能 力を以 て 其 の 分布様式 を決定する 第一義

的の も の な りと せ る所 に あ り。SALT が述 べ た る 外 的辨別能力邸 ち嗅覺 に 依 る辨別能 力 は被

寄生寄主 tc附着せ る化學物質の 蒸散 と 共 va短 時間 に して 消 滅す ぺ きを以 て ， 實窿野外に 於て

此 の 能力 に 依 つ て 多寄生 を 囘避 す る 事は 少か るぺ し。 叉 内的辮別力郎ち産卵 管挿入 に依 り健

全寄主と被 寄生寄主 と を辨別 し ， 後者に は産 卵を申止 す と 云 ＄、も ， 實は寄主が 寄生蟲を以 て

飽和 せ られ 居 る を以 て 之以上 寄生 す る餘地な き掩 め餘儀無 く産卵を 中止 せ る もめ と も解釋 し
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得 べ し。Z 伽 瞭 σ‘翻 の 寄生相 よ り考察す る に寄生蜂 の 分布樣式 を支配 する第一義的 の もの

は寄生 蜂の 辨別能力ic非す して ， 寧 ろ寄主 の 寄生蟲 受容 力q 如何に あ りと思椎ぜ らる 。 躑ち

寄生蜂が假令辨別 能力 を有 せ す して 機會分布 或は集中分布を行ふ 傾 向 ある と も、 寄主 の 受容

力に は阪度 あ る を以 て ， 本來な らば極 端な る多寄生 を行ふ べ き寄生蟲が 單寄生或は不飽和 の

多寄生 を行 ひ
， 共a5結果と して 中間型 の 分布樣 式 を示す もの と解釋 す る時は ，

　 SA 皿 の 學論

の 以上 の 難點 は容易は解決 し得べ し。

　扨 て fttc寄主 100頭 に 封 し 10 乃 至 30  頭 の 寄生 蟲が 機會分布をな す場 含豫期 せ ら る べ き

寄生相 を示せ ぱ 第 8 表の 如 し。

第 8 表

寄主 100 覆 に 對
す る 寄 生 蟲 數

｝ネ 寄 生 （・ ）

寄 1單 寄 生 （1）

判！

10 蝕o 詢 75　　　　100　　　 1旗）　　　 罰  　　　 250　　　 緲

90．4　　 　74．0

9．1　　　22．4

0．4　 　　 3．3

0　　　　 0，3

 　　　　 0

0　　 　　 0

  　　 　　 0

60．δ

30．67

．61

．20

．100

47．135

．713

．33

．30

．6

 ．10

鑢 ．63

ア．018

．56

．11

．50

．30

．1

22．133

，6

、25．212

；6

　 4，7

　 L4

　 0．4

13．427

．127

．218

．19

．03

．61

．6

8．1　　 　 4．9

20．δ　　　　14．9

2b「．7　　　 224

22．5　　　2116

14．1　　　　16β

7．U　 　　 1｛〕．1

2．1　　　　8．3

然る 喋 野縣 卵の 受容力騨 ・ の 黝 値ば 2・69・± … 42 な 硫 以 て
， 3頭 以．F一の 鋳

生 を行ふ ぺ き寄生 蟲 の 一部が 健全 寄主 或は 單寄生寄主に 寄生 して 單寄生 或は 2 頭寄靠を 行ふ

を以 て ，寄主數 に對 し寄 生蟲 數が比較 的大な る場合は ，
IL　 clendrelimi が 本來機會分布乃至は

集 中分布 の 傾 向を有 す ると も ，
a く 1 とな り中聞型 の 分布據式を示 す べ し。依 ≧〕て 撻薈分布 の

場 合1こ 比 し單寄生及 び 2頭 寄 生を多 く生 する事 は當然 に して 斯 か る事例は 52 ％ を 占 む 〔第 7

表參驪 。叉 機會分布の 場合に 比 し知つ て 單寄生減 少 し ，
2 頭 寄生 の み 塔 加す る 事亳賞然有 り

得 べ き事な り
e 斯 くの 如 く寄主 の 受容力が寄生蟲 の 分布樣式を支配す る を以 て

， 寄主 に 對す
』

う寄生 蟲數の 多少 に依 り α を異 にす べ く， 寄生蟲數が寄主數 り過 孚に 逹せ ざる時は 3頭 以 上

の 多寄生 を生 す る機會少 きを以 て a 値 が 1よ り小な るは蓋 し當然 な りと云 は ざ る べ か らす。

　著者は徇ズ ヰ ム シ ア カ タ マ ゴ バ チ 聾 齬 oρrα 曹朋 ’｝α 胸 聊 齬｛瀰 ASH ．11｝；A ］） の 二 化螟蛾卵及 び 粉

斑 螟蛾 卵に 於け る 分布樣式 竝 に 寄生相に 於 て 粟野螟蛾 の 卵寄生 蜂 に 於け る と 同樣 の 事實 を槻

察せ る を以て ，今後の 機倉に 於て 更に SALT の 學説 に對 し檢討 を加 へ ん と欲 す。

嫡 要

’

　 1． 寄 焦蟲 の 分布樣式は 完全 分布 ， 中間型分布 ， 機會分布 ， 集中分布の 4 種に分類 す る を得．

　2． 7痂 肋 gr‘‘欄 揶 ddWlrolitniの 粟野螟 蛾卵に 於け る分布樣 式は 大體に 於 て 中闘分布 な り。

　3．． T．画 癬 ol癩 l　Q 分布指數 a ，を粟野螟蛾卵 155 卵塊に 於て 求 め た る に ，最小偵は O．ej6，

最大値は 1．57，亭均値は 1．152± 0．007 を示せ be

　擬 ・寄生蟲數が 寄主數の 過半 に達せ ざ る場 合の q の 挙均値ば 1 以下な、り。　　 −

　5． q が 1 よ一ip大な る場 合 に於 て 11　 flefidrelit− i の 寄 生相 曲線 と機會分布 の 寄 生相 曲線の
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π．

．

1

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粟野螺 蛾 の 卵寄生 蜂 の 寄 th相 に 庸 る量 的研 究 　
』
1 − 　 　 iK ｝b

最初 の 交點 を β，次 の 交點 を 7 と し， 粟野螟蛾 e’ 8 卵塊に 就き て其 の 數 値を求め た るに ， 浮の

最小 値は e・36
， 最大値は ユ・39

， 糊 f・鯰 0．733± ・．・29 を示 し
，

r の 最小値は ・．74，．最大値 eま
d．53

，．李均値は 2．591± 0．042を 示 せ り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
6． γ は寄 主の 寄生 蟲受容 力 の 指標 と も云 ふ ぺ き もの に して

，
r 點 を境 と して此 の 數 値以 　　　・

上 の 多寄生 は機會分布 の 場 含 よ り減 夕する を以 て ，r を受容 力指數 と 名付けた り。

　　
7・幽 Z 吻 祕 尸o’イ而 の 寄生根 と之が機會分 布 をたす と假定せ る場 合豫期せ るべ き寄生相 を比

較 檢討せ る t・，S 欄 の 鞦 に 鯔 あ る を認 め た り。　 　 ・

8・ 寄鱗 の 分痲 拭 琴決定 す るi」
’
・− X 的 の もの は S．… ；1i の 云 へ るが如 諮 生蜂 の 緋別能

’

力 に 非蝉 ろ寄主 暖 勠 の 如 働 ・寄生 蜂の 分布献 繊 配す る もの と思 惟せ ら る．　 　 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　獻
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 ･ polyparasitlsin (=::superpnrasitiGm) with  tl]e s'alues  calculated  by  this fonnula  G, Skm:

      has recognized  that evipesitiiig  females ef  7Nehogramma  evtmiescens  ftre ab}e  to distipguish
'
      healtby hosts from thosc  already  parasitized, and  that  twe  diffbren.t faeulties perform

      Vhe diserimination, one  recognizes  an  exteTnal  ordour  and  inhibits attacks,
 
the

 
other

 
'
 distiingtiishes an.  internal differencc arid  inhibibs oviposition  in already  parasitized hosts,

 
'
 If SATi?'s opinion  is tenable, eomparing  the observed  figures ";ith  those yftlues  caleulated,

      
'the

 humber of  host･ "dth  only  one  parfisite (monoparasitism) should  be higheT, and  the
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numbers  of  unparasitized  hosts and  thQsd  "5th  ,two er  rriore  parasites  (p61ypni'asitism) .

should  be ]ower tlrpn the ealculated  values.  , 
'
 

'
 ,

   
'
 .SLecording ta] statisbical  analysis  of  155 egg-masses  of  the Europeai] corn  borer

parasitized by  [l'. clendTolimi･,  the vftlues  of a, index of  distribution oS  parasites among

hosbs. are  on  thc  average  1.152± e.O07 with  a  minimum  of  O.66 and  a  maximulti  of
    t1.57,

 Hcnce  ti)e distributioll of the  pRrasites is considered  to  be eE  an  interrnediate

type bet"･een pa'feet/ and  rqndom  distribution. Whep  the'number.oi  the parasites  
is

not  mere  thaa  half that  of the host･s, the  obseryed  nnmber  of  p61yparasitiptii 
shows

 
a

tendency  to exceed  th.at of rfindom  distribution, If we  thke the numbers  of  hosts as  .

the  ordinates,  And  the  numbers  of  pftrasites in a  host as  the  abseissa.  al)seissa valnes

ef P, the  first eross-point  of two  curyes,  of which  one  represents  the  ebserved  numbers  
.

of
 hosts cont･a,{ning O, 1, "'--･5 parasites, the other,  the  calculated  numbers  on  the

bypotihesis of  rnndom  distribution (Fig, 3, A-F) are  on  the ayerage  O,733± O.029 wibh a

minimnm
 of  O.36  and  a maxiinum  of  1,39, And  abscissa  values  of  r, tlie second  cross-

 peint, of  t･1)e two  eurves,  are  on  t･he averge  2.691± U.O12 with  
a
 
]ninimum

 
of

 
1.74'and

 
a

maxtinuni'of  4,53, r sh6uld  be cftlled  the index of capaeit･y  of  host ior parasites, because

 the,observed  numberE  of hosts eontRining  more  t]ian r value  are  mueh  ]oivcr than  the

 calcula.ted  lltimbers,  .

     The  abeve  obseryed  dat･a do not  neoessaril)'  staild  in fayour of  SALT's opinion  of
 ''discriTuination..

 To  rne  it appehrs  that  tl}e principal factor w])ich  exerts  infiugnce upon
                                                                             ]

 the dist,ribution of  pa･rasites among  1)Qsts is the caPaeity  of  1)ost itself for parasites but
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